
１．電子楽譜の普及と情報格差

初めて「点字楽譜」という名前を聞く人は、
点で書かれた五線譜を連想すると思う。実はそ
うではなく、点字楽譜は文書表記に使う６点点
字で書かれる１）。点字を作ったルイ・ブライユ
（Louis Braille, 1809～1852年）は先ず点字楽譜
のために点字を考案し、その点字が文書で使わ
れるようになった。それが同じ点字を使う理由
と聞いている。点字楽譜の作成は、点字楽譜の
表記法と楽譜の理解が必要なため、日本では専
門の楽譜点訳ボランティア団体の献身によって
支えられている。
現在、世の中には電子楽譜が普及し、簡単に

楽譜情報にアクセスできる時代になった。電子
楽譜はネットショップで買えるし、個人の
Webでも手に入る。たとえば、「スコアメーカ

ーのページ」２）には4000曲以上の電子楽譜が無
料で公開されている。これに対して、視覚障害
者の点字楽譜はいまだ入手困難な状況にある。
電子楽譜から点字楽譜が自動翻訳できるように
なれば楽譜情報が共有できる。点字楽譜の自動
点訳の研究は古く、1980年代から始まっている。
この間の研究動向に興味のある方は、たとえば、
文献３）を参照願いたい。
横浜国大の自動翻訳システム（BrailleMUSE）
の特長は、インターネットを通じてデータとサ
ーバの連携が可能なところにある（図１）。本
研究では、特に電子楽譜サイトと自動翻訳シス
テムを連携させ、電子楽譜を翻訳しながら点字
楽譜として提供できる環境を構築すること、ま
た、点字楽譜作成作業に自動点訳を導入しその
効果を検証することを目的としている。

２．点字楽譜と電子楽譜の構文規則の比較

電子楽譜を直接点字に翻訳することは困難で
ある。そこで、筆者らは、点字楽譜を言語とし
てみたときの文法（構文規則）を解析し、電子
楽譜の構造を点字楽譜の構文に変換してから、
点字楽譜に翻訳する方法を採っている。
（１）点字楽譜の表記法

点字楽譜は、五線譜の記号配置の情報を点字
で表現するもので、一種の言語体系を構成して
いる。点字は３×２の点の組み合わせで64通り
の文字を表すが、楽譜記号はそれより多いため
に、１つの点字で複数の意味や、複数の点字で
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図１　Web連携点字楽譜自動翻訳システムの
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１つの記号を表現することで補っている。
点字楽譜の音符は、点字の上側の４点で「ド」
から「シ」の７つの幹音（ 、 、 、 、 、
、 ）を表し、下側の２点で音の長さを表す。
また、幹音の高さを示すために、音列記号とい
うオクターブ位置を表す記号がある。音列記号
は、すべての音符に付ける必要はなく、前の音
符との音程差によって省略できる。音の長さは
下の２点で表現するために、たとえば、全音符
と16分音符のドは 、２分音符と32分音符の
ドは というように同じ点字を用いる。
図２は点字楽譜の一例であり、１行目に数字

の４とフラットを表す点字で変イ長調
（ ）であることを示し、その後に4／4の
拍子記号（ ）が続いている。２行目以

降には、小節内の楽譜記号が右手記号（ ）
と左手記号（ ）に続いて配置される。また、
小節内に複数の声部がある場合、五線譜では休
符が省略できるが、点字楽譜ではこれを補う必
要がある。
（２）電子楽譜（MusicXML）による楽譜表記

MusicXMLは米国のRecorder社が作った楽
譜記述言語であり、事実上の標準になって多く
の楽譜認識・作成ソフトでサポートされてい
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図２　点字楽譜の表記法

- <score-partwise>

- <part id="P1">
- <measure number="1">

- <attributes>

- <time>
<beats>-4</beats> 

</time>
</attributes>

- <note>
- <pitch>

<step>C</step> 
<alter>-1</alter> 
<octave>4</octave>

</pitch>
<type>half</type>
<dot /> 
- <notations>

<tied type="start" /> 
</notations>

</note>
- <note>

</measure>

</part>
</score-partwise>

図３　電子楽譜（MusicXML）の構成



る。我々のBrailleMUSEもMusicXMLで書かれ
た楽譜を入力として点字楽譜に翻訳する。
MusicXMLのように、XMLのデータは親子

関係を持つ要素の集合で対象の構造を表記す
る。図３に示すように、〈要素名〉は楽譜の構
成要素、〈要素名〉と〈/要素名〉で囲われた部
分がその子要素であることを示している。
MusicXMLの最上位は〈score-partwise〉（楽
譜要素）、その下に〈part〉、また、その下に複
数の〈measure〉（小節要素）が入る。さらに、
〈measure〉の下には、調号や拍子など小節の
属性、音符を表す〈note〉やその他の楽譜記号
が時間推移の順に記述される。また、小節内の
複数声部は、「時間的な巻き戻し」を意味する
〈backup〉を用いて同時に鳴る音を表現するが、
このことが、同じ五線譜から多様な電子楽譜が
生成される原因にもなる。

３．点字楽譜自動翻訳システム
－BrailleMUSE－

点字楽譜の翻訳は、電子楽譜（MusicXML）
の解析部と点字楽譜の翻訳部で構成されている
（図４）。電子楽譜の解析部は、入力した電子楽
譜を解析して、点字楽譜の構文規則に合ったデ
ータ構造（点字楽譜XML）に変換することで
MusicXMLの多様性に対応するとともに、省
略された休符や記号の解析を行う。点字楽譜の

翻訳部では、連桁に相当する点字表記や複数旋
律の表記法など点字楽譜の表現法に応じてデー
タ構造を変換したのちに、点訳辞書を参照して
点字記号に翻訳する。また、点字楽譜には、触
読の容易さを考慮して、前後の点字記号に依存
した語形変化がある。そこで、最後に点字記号
の接続規則に基づいた変換を行う。
図５は本システムの構成であり、WEBブラ

ウザから、ユーザが持つ電子楽譜をサーバに送
って点訳結果を受け取る他に、電子楽譜サイト
を指定して点訳後の楽譜を受け取るWEB連携
機能を備えている。WEB連携機能において、
点字楽譜は著作権の例外規定の適用を受け
WEB配信は可能であるが、自動翻訳の入力と
なる電子楽譜は保護する必要がある。本システ
ムは、電子楽譜公開サイトのURLリストをシ
ステム内に保持する。BrailleMUSEがアクセス
されると、電子楽譜サイトのニックネームとサ
イト内の相対パスの情報をもとに、自動翻訳サ
ーバが電子楽譜を直接アクセスし、その翻訳結
果をユーザに返す機構となっている。これによ
って、ユーザに電子楽譜の情報を隠ぺいしなが
ら点字楽譜を提供でき、IPアドレスによるアク
セス制限も可能になる。
研究室のホームページには、自動翻訳システ

ムに加えて、電子楽譜サイトと連携させた点字
楽譜ミラーページも公開している（図６）４）。
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図４　点字楽譜の自動翻訳の概要
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図５　Web連携点字楽譜自動翻訳の構成



興味がある方はご覧頂きたい。

４．むすびにかえて
－自動点訳の普及を目指してー

横浜国大の点字楽譜翻訳システムはWeb連
携が特長である。他のサイトの電子楽譜と結び、
翻訳しながら点字楽譜を提供するページの構築
も容易である。研究試作はほぼ完了し、楽譜点
訳者の皆様のご協力を頂きながらシステムの試
用と評価を進める段階になった。これまでの評
価を通して、楽譜自動翻訳の点訳精度は99.5%
程度であることが確認できた。
一方で、試用評価の点訳者は、自動翻訳の精

度が高いとは感じていないことも分った。この
原因は実は電子楽譜にある。というのは、五線
譜として見ることを想定した楽譜の品質と、自
動点訳に必要な電子楽譜の品質が異なることが
ある。たとえば、音符と強弱記号の位置関係が
微妙にずれても、五線譜で読む人は、二次元配
置の中で楽譜記号を理解するために問題にはな
らない。一方、MusicXMLに代表される電子
楽譜では、音符と記号の順序が重要なために、
点字楽譜の翻訳を通じて誤りが顕在化する。今

後、高品質な電子楽譜（MusicXML）が簡単
に作れる環境が整うことを望んでいる。
また、視覚障害者に電子楽譜や点字楽譜の情

報を手軽に伝えることができる楽譜読み上げツ
ールが必要と考えている。自動翻訳で蓄積した
技術をもとに、今後検討を進めたい。
最後に、本研究の推進にあたって研究助成を

頂いたサウンド技術振興財団、自動点訳の評価
にご協力頂く点訳者の皆様、電子楽譜サイトの
櫨山さんに感謝申し上げる。
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図６　自動翻訳システムBrailleMUSEの表示画面


